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合
、
こ
う
し
た
硯
黙
か
ら
、
逆
に
道
教
の
持
つ
民
族
性
を
照
射
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
一
摘
、氷
氏
の
大
著
へ
の
拙
い
感
想
を
書
き
綴
っ
て
き

た
。
本
書
は
十
六
篇
の
論
文
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
道
教
へ
の
思
索
が
進
展

す
る
に
伴
い
、
著
者
の
内
部
に
は
力
黙
の
移
行
や
所
設
の
繁
更
が
生
じ
た
ら
し

く
、
相
互
の
論
述
の
聞
に
は
か
な
り
の
矛
盾
や
飽
師
闘
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
蓄

を
完
成
さ
せ
る
に
際
し
、
最
終
的
理
解
の
線
に
揃
え
る
形
で
修
改
を
加
え
、
一

番
と
し
て
の
整
合
性
を
維
持
し
て
欲
し
か
っ
た
気
が
す
る
。
ま
た
、
す
で
に
批

判
を
受
け
た
先
行
の
諸
設
に
鍋
れ
ぬ
姿
勢
に
関
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
の
笹
裁
を

継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
黙
に
削
到
す
る
著
者
の
見
解
も
、
是
非
提
示
し
て
頂

き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
、
著
者
が
本
書
に
明
示
さ
れ
た
這
致
研
究
の
姿
勢
や
、
濁
自
の

方
法
論
に
封
し
、

筆
者
は
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、
著
者
が
誘
く
道
教
形
成
史
の
骨
格
に
射
し
て
は
、
首
肯
し
難
い
面
が
多

々
存
す
る
こ
と
も
事
寅
で
あ
る
。
も
と
よ
り

『道
臓
』
を
逼
讃
し
た
こ
と
す
ら

な
い
山
外
の
俗
人
の
批
評
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
著
者
の
深
遠
な
意
圃
を
譲
み
取
れ

な
か
っ
た
が
故
の
誤
り
も
数
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ひ
た
す
ら
脆
奔
叩
頭
し

て
、
天
師
・
岡
県
人
の
御
寛
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
九
月
東
京
岩
波
書
庖
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本
書
は、

著
者
の
三
十
年
来
に
亙
る
幅
庚
い
研
究
活
動
の
う
ち
、
惰
唐
時
代

に
関
す
る
諸
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
一
加
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全

て
四
部
か
ら
成
り
、
第
l
部
「
惰
唐
考
古
皐
の
諸
問
題
」
は
、
解
放
後
比
較
的

早
い
時
期
の
階
唐
時
代
に
関
す
る
中
園
考
古
皐
上
の
成
果
を
紹
介
し
つ
つ
、
幾

つ
か
の
斬
新
な
知
見
を
提
示
さ
れ
た
十
篤
か
ら
成
り
、
評
者
に
と
っ
て
最
も
興

味
深
く
、
同
時
に
か
な
り
手
厳
し
い
こ
と
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
篇

で
も
あ
る
。
第
E
部
「
中
園
文
化
と
そ
の
周
透
」
は
、
東
北
ア
ジ
ア
及
び
モ
ン

ゴ
リ
ア
方
面
に
関
す
る
六
篇
の
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
皿
部

「日
中

交
流
の
考
古
皐
」
は
、
「
唐
代
壁
蜜
墓
か
ら
み
た
高
松
塚
古
墳
に
つ
い
て
」
及

び
コ
渦
岡
市
(
博
多
)
聖
古
胸
中
守
護
見
の
遺
物
に
つ
い
て
」
の
二
篇
を
除
き
、
他

の
四
篇
は
、
園
銭
解
題
や
全
集
月
報
な
ど
の

一
般
向
け
の
解
読
書
を
枚
録
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
第
W
部
「
階
唐
の
文
化
と
陶
磁
」
は
、
唐
代
を
中
心
に
、
前

後
の
階
代
や
五
代
期
に
及
ぶ
陶
磁
器
を
論
じ
た
二
論
考
か
ら
成
る
。
本
書
に
ま

と
め
る
に
嘗
っ
て
、
著
者
は
執
筆
後
に
出
た
関
連
す
る
設
掘
報
告
の
類
を
新
た

に
い
く
つ
か
注
記
、
な
い
し
表
の
増
補
と
し
て
加
え
ら
れ
、
本
書
刊
行
時
に
お

け
る
中
園
考
古
皐
上
の
塑
富
な
情
報
蓄
積
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
も
つ

ば
ら
第
i
部
を
封
象
と
し
た
紹
介
と
-評
を
記
す
こ
と
に
し
た
い。

第
l
部
第
一
章
「
洛
陽
考
古
見
聞
記
」
は
、
一
九
七
四
年
に
お
け
る
著
者
の
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龍
門
石
窟
、

一洛
陽
市
博
物
館
、
含
嘉
倉
減
遺
祉
、
考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
治
な

ど
で
の
見
聞
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
洛
陽
市
博
で
唐
墓
出
土
の
三
角
縁
重
像
鏡

に
注
目
し
、
日
本
で
出
土
し
た
類
似
の
鏡
と
封
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
さ
す
が

に
鋭
い
観
察
眼
と
言
え
よ
う
。
洛
陽
博
臓
の
鏡
と
日
本
出
土
の
鏡
二
面
の
銘
文

の
比
較
か
ら
、
日
本
出

t

土
の
こ
の
種
の
鏡
を
中
園
製
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

北
貌
の
永
寧
寺
祉
や
唐
の
含
嘉
倉
減
に
も
言
及
さ
れ
て
は
い
る
が
、
簡
単
な
紹

介
の
域
を
出
な
い
。
第
二
章
「
惰
・
大
輿
城
H
唐
・
長
安
城
と
階
唐
・
洛
陽

城
」
は
、
一
九
六
三
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
震
掘
成
果

を
い
く
つ
か
加
え
て
補
訂
、
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
長
安
城
・
洛
陽
城
の

復
原
卒
面
圃
な
ど
は
、
そ
の
後
の
よ
り
精
度
の
高
い
も
の
に
揺
し
換
え
ら
れ
て

い
る
。
本
章
で
注
目
す
べ
き
は
、
長
安
城
の
き
わ
め
て
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
，ク
な
卒

面
プ
ラ
ン
に
封
し
、
洛
陽
城
の
そ
れ
が
何
故
に
か
く
も
獲
形
し
た
も
の
で
あ
る

の
か
、
す
な
わ
ち
、
宮
城
・
皇
域
部
が
西
北
に
偏
置
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
一
つ
の
見
方
を
提
示
さ
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
裂
掘
調
査
に
基
づ
い
て
復

原
さ
れ
た
洛
陽
城
の
宮
城
正
北
門
の
玄
武
門
、
宮
城
正
南
門
の
膝
天
門
、

皇
城

正
南
門
の
端
門
、
南
城
定
鼎
門
を
結
ぶ
南
北
線
が
白
山
(
但
し
白
山
上
の
ど
の

地
黙
で
あ
る
か
は
問
題
と
し
て
残
る
が
〉
と
龍
門
伊
闘
を
結
ぶ
線
上
に
ほ
ぼ
完

全
に
合
致
す
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
、
本
来
は
長
安
城
と
同
じ
く
、
宮
城
・

皇
城

を
域
内
正
北
面
に
配
し
た
左
右
封
稽
の
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
近
年
、
日
本
古
代
史
拳
界
に
お
い
て
、
我
が
園
の
都
城
の
モ
デ
ル
を
中

園
の
い
ず
れ
の
時
代
の
都
城
に
求
め
る
か
の
論
議
が
盛
ん
で
あ
り
、
北
貌
洛
陽

城
、
東
貌
北
斉
鄭
城
、
そ
し
て
惰
唐
長
安
城

・
洛
陽
城
な
ど
の
都
城
と
し
て
の

プ
ラ
ン
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
論
考
が
夜
表
さ
れ
た
時
黙
で
は
、
比
較
的

早
い
時
期
で
の
長
安
城
・
洛
陽
城
の
考
古
皐
的
成
果
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
評

債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
洛
陽
城
の
議
掘
成
果
を
踏
ま
え
て
の
最
も
早
い
我

が
園
で
の
復
原
研
究
に
は
、
卒
岡
武
夫
編

『長
安
と
洛
陽
|
唐
代
研
究
の
し
お

り
第
七
l
』
(
一

九
五
四
京
大
人
文
研
〉
が
あ
る
(
長
安
城
に
関
す
る
最
初

の
愛
据
報
告
は
『
考
古
拳
報
』
一
九
五
八
|
三
所
載
の
侠
西
省
文
物
管
理
委
員

食
「
唐
長
安
城
地
基
初
歩
探
測
」
で
あ
り
、
前
岨
調
書
出
版
時
に
は
未
だ
利
用
で

き
な
か
っ
た
)
。
本
書
で
は
、
そ
の
後
の
中
園
で
の
研
究
を
吸
枚
し
て
洛
陽
域

内
の
坊
と
市
場
の
直
劃
を
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
但
し
、

『考
古
』
一

九
七
八

|
六
所
掲
の
播
圃
の
揺
し
換
え
の
み
〉
。
卒
岡
前
掲
書
は
夜
行
部
数
が
少
な
く

ハ
一
九
七
七
年
に
再
版
出
版
)
、
し
か
る
べ
き
研
究
機
関
以
外
で
自
に
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
考
古
遁
訊
』
や
『
考
古
皐
報
』
と
い
っ
た
稜

掘
報
告
を
掲
載
し
た
中
園
の
拳
術
誌
は
、

一
九
五

0
年
代
か
ら
六

O
年
初
め
に

お
い
て
は
、
圏
内
で
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
揃
え
て
い
る
所
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

本
論
考
は
『
傍
数
義
術
』
誌
に
渡
表
さ
れ
た
も
の
で
、
庚
く
一
般
の
目
に
鯛
れ

る
場
で
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
有
意
義
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
近
年
の
中
園
に

お
け
る
考
古
皐
上
の
成
果
は
質
量
と
も
に
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
り
、
階
唐
期
の

長
安
や
洛
陽
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
本
書
に
再
録
さ
れ
る
に
嘗
り
、
本

文
で
長
安
の
青
龍
寺
社
と
洛
陽
の
含
嘉
倉
城
の
褒
掘
成
果
を
、
ま
た
注
に
お
い

て
も
新
成
果
を
い
く
つ
か
補
つ
て
は
お
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え

な
い
よ
う
に
思
え
る
の
は
評
者
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
例
え
ば
、
「
宮
城
お
よ

び
皇
城
の
部
分
が
、
市
街
の
下
に
波
し
、
充
分
な
調
査
が
行
わ
れ
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
」
(
三
二
頁
)
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
長
安
城

皇
城
南
門
の
一
で
あ
る
含
光
門
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ

き
事
貧
が
知
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
本
書
刊
行
後
の
主
要
な
褒
掘
報
告
を
参
考
ま
で

に
記
し
て
お
こ
う
。

馬
得
志
「
唐
長
安
城
田
技
掘
新
牧
獲
」
(『考
古
』
一
九
八
七
|
四
〉
。
大
明
宮

域
の
い
く
つ
か
の
建
築
遁
構
の
確
認
、
含
光
門
遁
祉
の
猿
掘
、
青
龍
寺
伽
藍
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配
置
の
全
鐙
プ
ラ
ン
及
び
西
明
寺
の
褒
掘
。

中
園
祉
倉
科
察
院
考
古
研
究
所
西
安
唐
城
工
作
隊
「
唐
長
安
皇
城
含
光
門
遺

祉
援
掘
簡
報
」
(『考
古
』
一
九
八
七
|
五
)
。

越
超
「
唐
代
洛
陽
城
坊
補
考
」
(
『
考
古
』
一
九
八
七
|
九
)
。
洛
陽
域
内
坊

数
が
、
一

O
九
坊
で
は
な
く
、
一
一
一
一
一
坊
以
上
で
あ
る
こ
と
を
墓
誌
銘
を
利

用
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
但
し
、
唐
代
を
通
じ
て
の
置
慶
を
含
ん
だ
延
べ
数

で
あ
る
。

中
園
枇
曾
科
由
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
唐
城
隊
「
唐
東
都
武
則
天
明
堂
遺
祉
愛

掘
簡
報
」
(
『
考
古
』
一
九
八
八
l
一
二
)
。
洛
陽
で
の
宮
殿
規
模
の
建
築
遺
祉

と
し
て
は
重
初
の
渡
見
で
、
王
端
付
が
建
設
し
た
漢
代
長
安
明
堂
社
と
の
比
較

な
ど
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。

本
論
考
は
初
出
時
に
お
い
て
誤
記
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
が
、

本
書
へ
の

再
録
に
際
し
て
全
く
正
さ
れ
て
い
な
い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
長
安
城
が
唐

末
の
緯
建
に
よ
る
縮
小
再
建
に
よ
り
「
奉
元
城
と
呼
ば
れ
た
」
、
あ
る
い
は
洛

陽
宮
城
を
「
紫
徽
域
」

と
繰
り
返
し
記
す
な
ど
は
、
ご
く
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

第
三
章
「
南
京
・
老
虎
山
に
お
け
る
東
音
、
顔
氏
の
堵
墓
|
『
顔
氏
家
訓
』

終
制
第
二
十
、
解
|
」
は
、
五

0
年
代
末
に
南
京
北
郊
で
護
見
さ
れ
た
東
耳
目
期

の
四
基
の
頚
氏
墓
を
手
掛
り
に
、
非
常
に
出
土
例
の
少
な
い
南
朝
基
に
ま
で
視

野
を
庚
げ
て
の
考
察
で
あ
る
。
出
土
し
た
墓
誌
培
、
石
印
、
銅
印
等
か
ら
復
原

さ
れ
た
家
系
が
、
顔
之
推
、
師
古
、
員
卿
ら
の
租
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
顔

之
推
の
遺
言
と
で
も
言
う
べ
き
『
家
訓
』
の
終
制
篇
で
強
調
さ
れ
る
諸
問
葬
と
、

今
回
毅
見
さ
れ
た
四
基
の
顔
氏
墓
が
と
も
に
簡
素
な
副
葬
品
か
ら
な
っ
て
い
る

黙
を
関
連
附
け
ら
れ
る
。
頚
氏
と
い
う
僑
姓
寒
族
の
南
渡
後
ま
も
な
い
時
期
の

姿
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
顔
之
推
が
南
朝
か
ら
北
朝
へ
と
流
縛
の
生
涯

を
迭
っ
た
こ
と
と
針
比
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
着
眼
で
は
あ
る
。
た
だ
約
二
五

O
年
の
時
代
差
、
つ
ま
り
南
朝
初
期
と
最
末
期
の
歴
史
的
過
程
を
無
視
し
て
直

裁
聞
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
疑
念
を
究
え
ざ
る
を
得
な

い
。
本
篇
も
誤
記
が
少
な
く
な
い
。
特
に

「北
方
か
ら
の
流
寓
貴
族
の
中
に
は

破
邪
の
王
氏
・
太
原
の
萄
氏

・
郭
陵
の
痩
氏
:
:
:
菟
句
の
下
氏
な
ど
が
あ
っ

た
」
(
六
四
頁
〉
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
六
朝
史
専
家
で
な
く
て
も
誤
り
に
気

附
こ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
破
邪
の
王
氏
・
太
原
の
王
氏
・
頴
川
の
萄
氏
・

部
陵
の
庚
氏
:
:
:
菟
句
の
下
氏
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誤
記
以
上
に
、
本

篇
に
は
か
な
り
重
大
な
事
責
誤
認
が
あ
る
の
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
「
呉
代

・
東
菅
を
ふ
く
む
育
代
に
は
石
製
の
墓
誌
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
L

(

六
四
頁
〉
、
「
こ
の
よ
う
に
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
資
料
か
ら
み
て
南
朝

の
石
製
墓
誌
は
、
宋
代
に
は
じ
ま
る
」

(
六
七
頁
)
と
さ
れ
、
東
菅
期
ま
で
は

全
て
墓
誌
は
場
製
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
新
出
の
南
朝
墓

誌
は
、
現
時
黙
で
も
約
二

O
貼
ば
か
り
と
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
れ
ら
は
石
製

と
場
製
と
が
ほ
ぼ
相
半
ば
す
る
が
、
東
耳百
期
の
石
製
墓
誌
が
三
黙
知
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
太
寧
元
年
(
三
二
三
)
卒
の
謝
鰐
墓
誌
(『文
物
』
一

九
六
五

|
六
)
、
同
三
年

会

三

五
〉
卒
の
張
銀
事
誌
(
『
文
博
遁
訊
』
一
九
七
九
|
一

O
〉
、
成
康
六
年
(
三
四

O
〉
卒
の
王
輿
之
墓
誌

(
『
文
物
』
一
九
六
五

六
)

は
と
も
に
石
製
墓
誌
で
あ
る
。
本
篇
が
設
表
さ
れ
た
一
九
六
四
年
以
後
に
知
ら

れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
再
録
に
際
し
て
補
訂
さ
れ
た
「
南
京
近
郊
の

東
菅
墓
」
表
に
は
謝
飽
墓
誌
、
王
輿
之
(
玉
輿
之
と
誤
記
〉
墓
誌
が
加
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
(
張
鎮
墓
誌
は
本
表
に
は
紋
落
〉
、
嘗
然
、
本
文
記
述

を
改
訂
さ
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
。
ま
た
「
奥
代
よ
り
西
耳
目
に
か
け
て
、
か
ま

ど
・
井
戸
:
:
:
な
ど
を
陶
製
の
明
器
と
し
て
作
る
こ
と
が
少
な
く
な
か

っ
た
」

(
六
四
頁
〉
と
あ
る
の
も
、
は
な
は
だ
不
正
確
な
記
述
で
あ
る
。
す
で
に
後
漢

背
番
か
ら
大
量
の
こ
の
種
十
の
明
器
は
出
土
し
て
い
る
し
、
近
年
で
は
前
漢
墓
か
ら
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の
出

2

土
例
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
林
巳
奈
夫
『
漢
代
の
文
物
』
(
一
九
七
六

京
大
人
文
研
)
は
こ
れ
ら
多
数
の
出
土
明
器
の
圃
版
を
附
し
、
そ
れ
ら
の
本

来
の
用
途
別
に
分
類
考
透
し
た
精
綾
な
研
究
で
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た

劉
宋
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
石
製
墓
誌
が
出
現
す
る
と
し
て
、
大
明
八
年
(
四

六
四
〉
卒
の
劉
懐
民
募
誌
を
紹
介
し
て
、
「
今
日
、
宋
代
の
出
土
し
た
も
の
と

し
て
は
唯
一
の
遁
存
例
で
あ
る
」
(
六
六
頁
〉
と
さ
れ
る
の
に
は
、
二
重
の
誤

り
が
あ
る
。
第
一
に
本
墓
誌
は
近
年
の
出
土
で
は
な
く
、
清
代
に
見
附
か
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
(
『
貌
耳
目
南
北
朝
墓
誌
集
穣
』
一
他
〉
、
第
二
に
劉
宋
期
の
墓

誌
の
新
出
例
は
、
永
初
三
年
(
四
二
二
)
卒
の
司
馬
徳
文
墓
誌
(
『
考
古
』

一

九
六
一
|
五
)
及
び
元
徽
二
年
(
四
七
三
〉
卒
の
明
曇
憧
墓
誌
(
『
考
古
』

一

九
七
六
|
一
)
の
二
例
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
一
年
の
司
馬
徳
文
墓

誌
は
本
篇
執
筆
時
黙
で
既
知
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
七
六
年
の
明
曇

情
苦
手
誌
は
再
録
時
に
補
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
既
述
の
如
く
、
現
時
黙
で
も

新
出
の
南
朝
墓
誌
は
約
二

O
例
と
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
貴
重
な
第
一
衣
資
料

と
し
て
の
利
用
債
値
は
高
い
。
但
し
、
こ
れ
ら
出
土
墓
誌
を
個
々
の
も
の
と
し

て
扱
う
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
資
料
債
値
に
つ
い
て
の
理
解
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
硯
黙
か
ら
、
こ
れ
ら
新
出
南
朝
墓
誌
が
歴
史
史
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
中
村
圭
爾
氏
の
諸
論
考
が
あ
る
(
『
六
朝
貴
族
制
研

究
』
所
牧
一
九
八
一
風
聞
書
房
)
。
参
照
さ
れ
た
い
。

第
四
章
「
惰
越
園
公
濁
磁
羅
の
墓
誌
銘
の
考
護
|
侠
西
省
威
陽
底
張
湾
の
北

周
・
惰
唐
墓
|
」
は
、

一
九
五
三
年
に
笈
掘
さ
れ
た
濁
孤
信
、
羅
、

開
遠
三
代

の
墓
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
六
一
年
の
本
篇
褒
表
時
黙
で
は
、
濁
孤
羅
の
墓

誌
の
み
内
容
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
七
四
年
に
あ
ら
た
め
て
羅
の
墓
誌

に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
(
『
考
古
』
一
九
七
四
|
四
〉
、
ま
た
開
遠
の
墓
誌
は

近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
内
容
が
剣
明
し
た
の
で
あ
る
(
『
文
博
』

一
九

八
四
|
て
同

一
九
A
四
l
三
〉
。
た
だ
不
可
解
な
の
は
、
西
貌
八
桂
園
で
、

女
三
人
が
北
周
・
惰
・
唐
三
代
の
皇
后
(
唐
高
租
李
淵
の
母
濁
孤
氏
元
貞
皇
后

は
追
贈
〉
と
な
っ
た
信
の
墓
誌
が
今
も
っ
て
公
表
さ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
著
者

は
険
西
省
博
物
館
で
信
墓
誌
を
貧
見
さ
れ
、
「
周
之
元
季
(
季
の
誤
り
)
一
一
一

月
」
と
の
紀
年
部
分
を
メ

モ
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
確
か
で
あ
ろ
う
か
。
近
年

刊
行
さ
れ
た
挟
西
省
博
物
館
編
『
西
安
碑
林
書
法
饗
術
』
(
一
九
八
三
侠
西

人
民
美
術
出
版
社
三
八
五
頁
)
に
は
、
「
西
安
碑
林
被
石
細
目
」
と
し
て
、

同
博
臓
の
八
六
九
熟
に
よ
る
詳
細
な
墓
誌
目
録
を
附
す
が
、
濁
孤
信
墓
誌
は
著

録
さ
れ
て
い
な
い
。
五
コ
一
年
に
濁
孤
信
事
誌
が
貧
際
に
出
土
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
公
表
が
望
ま
れ
る
。
さ
て
本
篇
で
は
濁
孤
羅
墓
誌
の
全
文
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
北
貌
以
降
の
墓
誌
で
は
、
ほ
ぼ
四
句
六
句
の
封
句
的
表
現
を
多
用

し
た
定
型
化
さ
れ
た
文
章
か
ら
成
る
た
め
、

意
味
は
と
も
か
く
と
し
て
、
句
讃

は
比
較
的
容
易
に
切
る
こ
と
が
出
来
、
本
墓
誌
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
が
、

句
讃
の
切
り
方
が
き
わ
め
て
不
正
確
で
あ
る
。
ま
た
墓
誌
等
石
刻
で
は
濁
特
の

字
形
を
頻
用
す
る
こ
と
も
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
年
」

字
は
し

ば
し
ば
「
季
」
字
が
用
い
ら
れ
、

本
墓
誌
で
も
八
ヵ
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
全
て
「
季
」
字
に
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
数
カ
所
で
「
拓
紋
」
と

あ
る
べ
き
を
、
全
て
「
拓
抜
」
と
記
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
な
ど
、
誤
記
が
は
な

は
だ
多
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
な
お
本
篇
に
は
中
圏
内
で
出
土
し
た
東
ロ
l
マ

金
貨
、
サ
サ
ン
朝
銀
貨
、
イ
ス
ラ
ム
初
期
銀
貨
等
を
、

出
土
地
と
設
見
年
、
貨

幣
の
種
類
、
務
担
掘
報
告
掲
載
誌
を
網
羅
し
た
詳
細
な
表
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
篇
初
出
時
の
六

一
年
以
後
、
本
書
刊
行
の
八
五
年
ま
で
の
新
出
例
を
も
丹
念

に
拾
い
、
二
九
地
黙
の
五
七
遺
跡
か
ら
の

一一一

O
O枚
絵
り
か
ら
成
る
、
楊
初
出

「
奥
中
外
交
通
有
閥
的
遺
物
的
援
現
和
研
究
」

(
『
新
中
図
的
考
古
設
現
和
研

究
』
所
収
一
九
八
二
)
は
、
中
園
皐
者
に
よ
る
新
出
外
園
貨
幣
に
関
す
る
最
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近
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
七
七
年
ま
で
し
か
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
篇
の
附
表
の
方
が
は
る
か
に
充
貧
し
た
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

第
五
章

「麿
、
張
九
鈴
の
墳
墓
と
そ
の
墓
誌
銘
|
庚
東
省
叫
間関
市
近
郊
の
唐

代
壁
登
墓
」
は
、
五
八
年
設
見
の
張
九
齢
墓
出
土
の
墓
誌
の
紹
介
を
中
心
に
、

西
安
周
透
で
飯
田技
掘
の
い
く
つ
か
の
唐
代
壁
蜜
墓
と
の
比
較
を
試
み
た
論
考
で

あ
る
。
西
安
近
郊
の
壁
登
墓
に
共
通
し
た
構
造
上
の
特
徴
と
壁
査
の
様
式
を
五

黙
指
摘
し
、
は
る
か
南
方
の
僻
地
庚
東
出
土
の
張
九
齢
墓
も
ほ
ぼ
そ
れ
ら
と
同

じ
形
式
の
墓
制
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
張
九
齢
と
高
力
士
の
関
連
か
ら
、

高
氏
一

族
の
墓
に
も
言
及
さ
れ
、
五
四
年
に
褒
見
さ
れ
た
高
力
士
の
寅
父
宮崎潜

州

(
正
し
く
は
宮
崎
衡
)
墓
誌
、
及
び
清
代
出
土
の
義
父
高
延
一
崎
碑
に
と
も
に

「
長
祭
原
に
葬
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
氏
一
族
墓
は
長
祭
原
に
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
長
柴
原
と
は
長
安
城
至
近
の
東
郊
に
位
置
す
る
こ
の
地
方
特
有

の
黄
土
墓
地
炊
の
「
某
原
」
と
m
併
せ
ら
れ
る
地
の
一
で
、
こ
こ
に
は
行
政
直
劃

と
し
て
の
長
楽
郷
が
置
か
れ
、
墓
葬
域
と
し
て
唐
代
人
士
に
好
ん
で
造
墓
さ
れ

た
地
で
あ
る
(
拙
稿

「唐
代
爾
京
郷
里
村
考
」、

『
東
洋
史
研
究
』
四

O
l三
、

一
九
八
一
参
照
〉
。
し
か
し
、
未
公
表
で
は
あ
る
が
、
高
力
士
墓
は
、

こ
こ
か

ら
西
北
約
一

0
0
キ
ロ
の
現
蒲
城
豚
(
唐
代
の
奉
先
鯨
)
に
あ
る
容
宗
橋
陵
附

近
で
最
近
設
見
さ
れ
た
と
聞
く
。
本
篇
で
も
八
三
年
ま
で
の
考
古
筆
上
の
成
果

を
補
っ
て
、
唐
代
壁
蜜
墓
二
九
例
の
造
営
年
次
順
に
配
列
さ
れ
た
一
究
表
が
附

さ
れ
て
お
り
、
唐
代
美
術
史
、
総
蜜
史
研
究
者
に
と
っ
て
も
有
盆
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
壁
登
を
主
題
と
し
た
論
考
で
あ
る
だ
け
に
、
望
む
ら
く
は
壁
蛮
骨
局
員
か

模
寓
を
も
う
少
し
多
く
播
入
さ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
す
る
。
本

表
中
に
も
誤
記
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
+晶
表
に
婦
げ
ら
れ
た

諸
墓
の
多
く
は
、
そ
の
後
に
績
報
が
出
て
い
る
の
で
補
っ
て
お
き
た
い
。

州w李
事
骨
墓
(
昭
陵
陪
家
と
あ
る
の
は
、
献
陵
陪
家
の
誤
り
〉
『
考
古
皐
報
』

一
九
七
六
l
二
、

『
文
物
資
料
叢
刊
』一一一
、

『
考
古
輿
文
物
』

一
九
八
五
|
五
。

州
問
執
失
奉
節
墓

(出
土
地
郭
祉
銀
は
、
郭
杜
銀
の
誤
り
)

四
|

一
、
同

一
九
八
四
三
。

同
郷
仁
泰
墓

『

文
物
』

一
九
七
五
|

一
て
同
一

九
八
O
l七、

『
考
古

皐
報
』
一

九
七
六
|
二
、

『考
古
』
一

九
八
一
ー
コ
一
、
同
一
九
八
二
|

四
、

『考
古
輿
文
物
』
一
九
八
三
|
五、

『文
物
資
料
叢
刊
』
六。

ω李
爽
墓
(官
衡
を
守
司
形
太
常
伯
と
記
す
が
、
守
司
列
太
常
伯
の
誤
り
)

『
考
古
屋

a

報』

一
九
七
六
1
二、

『
文
博
』

一
九
八
四
|
二
。

同
阿
史
那
忠
墓

『
文
博
』
一
九
八
四
|
一。

同
李
鳳
墓

『文
物
資
料
叢
刊
』
六、

『考
古
輿
文
物
』
一
九
八
三
l
て

同
一
九
八
三
五
。

帥
慾
徳
太
子
墓

『
考
古
筆
報
』
一

九
七
六
|
二、

『文
物
資
料
叢
刊
』
六
。

同
永
泰
公
主
墓
『
考
古
事
報
』

一
九
七
六
|
二
、
同
一
九
八
二
|
二
、

『
文
物
資
料
叢
刊
』
六
、

『文
物
』
一

九
八
三
l
一
O
、
『
文
博
』
一

九

八
四
|
二
、
同

一
九
八
四
|
三
。

帥
章
洞
墓
(章
洞
は
章
洞
の
、
出
土
地
長
安
蘇
南
里
玉
村
は
李
王
村
の
誤

記〉

『考
古
典
文
物
』

一
九
八
三
|
五
、
『
文
博
』
一
九
八
四
|
二
。

同
高
泉
公
主
藤
氏
墓
『
文
博
』
一
九
八
四
|
二
。

同
章
懐
太
子
墓
『
考
古
皐
報
』
一
九
八
二
l
二
、
『
考
古
典
文
物
』

一
九

八一
ニ
l
て

同

一
九
八
四
|
二。

帥
醇
莫
及
妻
史
氏
墓
『
文
物
参
考
資
料
』
一

九
五
六
|
一

一
、
同

一
九
五

七
l
九、

『考
古
拳
報
』
一

九
六
三

i
一一

(
こ
れ
ら
は
績
報
で
は
な
く
、

飲
落
を
補
っ
た〉
。

制審開
港
州
墓
(正
し
く
は
鴻
衡
と
記
す
べ
き
)

『
考
古
』
一
九
八
三
1

て

『
文
博
』

一
九
八
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同
一
九
八
四
|
三
。

帥
雷
府
君
夫
人
宋
氏
墓

八
四
|
二
。

帥
高
元
珪
墓
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
〈
こ
れ
も
出
典
鉄
落
を
補
つ

た
も
の
〉
、
『
文
博
』
一
九
八
四
|
二
、
同

一
九
八
四
|
三
。

帥
高
克
従
墓
『
文
博
』
一
九
八
四
|
三
。

本
篇
で
も
誤
記
、
脱
字
、
誤
讃
が
自
に
つ
く
。
『
全
唐
文
』
巻
一
一
一
一
一
の

「
高
泉
公
主
藤
氏
一
脚
道
碑
」
を
引
用
し
、
「
こ
の
紳
道
碑
の
銘
に
よ
る
と
欝
氏

は
誇
は
字
、
河
東
沿
陰
の
人
で
云
々
」
(
一
一
一
一
頁
〉
と
記
さ
れ
る
。
原
文
は

「
懸
主
語
字
姓
醇
氏
」
で
あ
り
、
「
誇
」
と
「
字
」
の
そ
れ
ぞ
れ
次
に
空
格
で

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
刻
本
で
績
け
て
し
ま
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
、
「
誇

某
字
某
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
細
い
黙
に
な
る

が
、
『
全
唐
文
』
巻
一
一
一
一
一
と
あ
る
の
は
各
二
一
九
の
誤
記
で
あ
る
と
と
も

に
、
『
全
唐
文
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
首
然
『
交
苑
英
華
』
巻
九
三
三
等

か
ら
引
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
引
用
部
分
は
紳
道
碑
の
銘
で
は
な
く
序

の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
本
第
で
も
他
の
篇
と
同
様
に
官
衡
と
し
て
の
官
爵
の
表

記
が
極
め
て
不
正
確
で
あ
る
。
例
え
ば
「
刑
部
術
書
予
粛
妬
」
ハ
一
一
一
一
O
頁、

二
五
八
頁
)
と
表
記
さ
れ
、
巻
末
索
引
で
も
イ
行
に
安
斎
妬
と
し
て
配
列
さ
れ

て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
刑
部
術
書
粂
京
兆
安
斎
妬
」
で
あ
る
。

一第
六
章
「
唐
昭
陵
碑
林
目
録
」
に
掲
げ
ら
れ
た
太
宗
昭
陵
陪
家
の
う
ち
被
葬

者
が
比
定
さ
れ
た
五
七
基
の
一
覧
表
は
、

『文
物
』
一
九
七
七
|
一

O
所
載
の

縛
載
で
あ
る
が
、
誤
り
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
例
え
ば
原
裁
で
「
弘
文
館
拳

士
」
と
あ
る
べ
き
を
「
宏
文
館
拳
土
」
と
清
代
の
避
誇
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る

の
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
，て
い
る
な
ど
は
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
正
し
く
表

記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昭
陵
博
物
館
は
、
漢
武
占帝
の
茂
陵
博
等
と
同
じ
く
一陪
家

『
考
古
豪
報
』

一
九
七
六
|

『
文
博
』
一
九

墓
群
か
ら
の
出
土
文
物
を
展
示
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
現
地
博
の
一
種
で
あ

る
。
東
西
二
棟
、
各
棟
三
室
の
計
六
室
か
ら
成
り
、
本
篇
末
に
各
室
毎
の
陳
列

碑
類
の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
、
讃
者
へ
の
便
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
著

者
が
現
地
を
訪
問
さ
れ
た
際
に
と
ら
れ
た
メ
モ
に
基
づ
く
も
の
で
、
本
書
の
他

所
で
も
同
様
に
詳
細
な
参
観
時
の
メ
モ
に
嬢
っ
た
記
埠
か
見
え
る
。
現
地
で
十

分
な
時
間
的
徐
裕
が
な
い
な
か
で
、
丹
念
に
メ
モ
を
と
ら
れ
て
い
る
姿
勢
に
は

敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
昭
陵
陪
家
に
関
し
て
、
最
近
、
六
宮
人
墓

が
設
掘
さ
れ
た
こ
と
が
、
昭
陵
博
孫
東
立
氏
の
「
昭
陵
設
現
陪
葬
宮
人
墓
」

〈
『
文
物
』
一
九
八
七
|
一
〉
に
よ
っ
て
知
れ
、
未
公
表
で
は
あ
る
が
、
程
知

節
墓
が
八
六
年
四
月
に
、
太
宗
第
五
女
長
祭
公
主
墓
が
や
は
り
同
年
秋
よ
り
設

掘
調
査
が
開
始
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

第
七
章
「
敦
燈
の
五
涼
王
園
時
代
・
唐
代
の
古
墳
に
つ
い
て
」
は
、
敦
爆
附

近
で
愛
見
さ
れ
た
軸
窪
田
期
か
ら
惰
唐
期
ま
で
の
墳
墓
に
関
す
る
愛
掘
報
告
に
基

づ
く
紹
介
で
あ
る
。

第
八
章
「
中
園
古
代
に
お
け
る
か
ま
ど
に
つ
い
て
|
釜
甑
形
式
よ
り
鍋
形
式

へ
の
獲
遜
を
中
心
と
し
て
|
」
は
、
一
九
五
六
年
の
『
東
洋
史
研
実
」
一

四

|

一
・
二
合
併
貌
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
の
再
録
で
あ
る
。
漢
墓
か
ら
唐
墓
に
至
る

出
土
副
葬
明
器
と
文
献
と
を
つ
き
合
せ
て
、
日
常
生
活
の
具
鐙
相
と
し
て
の
炊

き
ん
器
具
の
襲
濯
を
あ
と
附
け
た
も
の
で
あ
る
。
漢
代
で
の
穀
類
を
蒸
す
土
製

釜
甑
か
ら
、
唐
代
に
お
け
る
直
接
に
煮
た
き
で
き
る
金
属
製
の
鍋
へ
と
、
主
要

炊
事
用
器
の
隻
化
を
遺
跡
し
、
粒
食
か
ら
粉
食
へ
の
食
生
活
上
の
端
変
化
と
穀
類

加
工
の
歴
史
を
関
連

e

つ
け
て
論
じ
ら
れ
る
。

「物
」
に
制
到
す
る
鋭
い
観
察
眼
を

も
っ
著
者
な
ら
で
は
の
力
作
で
あ
る
。
五
五
年
の
執
筆
時
に
お
い
て
は
、
『
考

古
通
訊
』
と

『文
物
参
考
資
料
』
二
誌
の
み
が
中
閣
で
の
出
土
文
物
の
情
報
源

で
あ
り
、
今
日
に
較
べ
て
、
そ
の
情
報
量
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
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時
代
的
制
約
と
し
て
や
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
明
総
類
の
出
土

例
が
著
し
く
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
筋
は
一
部
修
正
が
必
要
と
恩
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
漢
代
に
お
い
て
も
、
直
接
火
に
か
け
て
用
い
る
炊
器
と
し
て

の
「
盆
」
、

温
艇
と
し
て
の
「
銚
」
が
出
土
し
て
お
り
、
と
く
に
後
者
は
銅
製

で
あ
る
(
林
前
掲
書
参
照
)
。
既
述
の
如
く
、
本
篇
は
出
土
文
物
と
文
献
史
料

と
を
劉
比
さ
せ
た
文
献
考
古
皐
的
手
法
に
よ
る
好
篇
で
あ
る
が
、
文
献
の
引
用

が
杜
撰
で
あ
る
の
が
憎
ま
れ
る
。

第
九
章
「
鑑
員
の
歩
い
た
道
1

揚
州

、
西
安
・
海
南
島
|
」
は
、
新
聞
掲
載

の
短
篇
、
第
十
章
「
掘
削
江
南
部
・
一
踊
建
紀
行
」
は
、
表
題
通
り
の
紀
行
文
で
あ

る。
第
E
部
第
一
章
「
晩
年
の
鳥
居
龍
臓
と
そ
の
業
績
|
中
園
東
北
考
古
筆
|
」

は
、
東
北
考
古
患
の
草
分
け
鳥
居
博
士
の
業
績
に
関
す
る
解
説
で
、
全
集
刊
行

時
に
解
題
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
内
蒙
古
考
古
皐
劉
記
」
に
は
、
内
蒙
関
係
の
主
要
遺
跡
分
布
圏
、

古
域
社
調
査
報
告
の

一
覧
が
附
さ
れ
、
七
0
年
代
ま
で
の
も
の
で
は
あ
る
が
、

参
考
に
な
る
。
本
位
胴
中
に
、
遼
の
聖
宗
、
北
宋
年
続
紹
聖
と
あ
る
べ
き
所
を
、

経
(
経
)
宗
、
紹
絞
(
経
)
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
関
腫
字
の
謀
議
で
あ

る
。
ま
た
元
の
集
寧
路
古
域
社
よ
り
「
己
酉
」
と
墨
書
し
た
漆
器
が
出
土
し
た

こ
と
に
関
し
て
、
「
己
酉
は
二
ニ

O
九
年
で
、
元
の
世
宗
(
租
の
誤
り
〉
が
南

宋
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
中
園
を
統
一

し
た
年
で
あ
る
」
(
一
二
二
二
頁
〉
、
「
己
酉
と
い

う
の
は
元
が
中
園
を
統
一
し
た
後
の
至
大
二
年
に
あ
た
り
」
(
二
三
四
頁
)
な

ど
と
記
さ
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
全
く
事
貨
と
は
異
な
る
。
貨
は
こ
の

記
述
は
『
文
物
』
一
九
七
九
|
八
所
載
論
文
の
完
全
な
誤
謬
に
よ
る
も
の
で
あ

る。
第
三
章

「
中
園
東
北
考
古
風
干
の
放
」
は
、
新
聞
掲
載
の
短
篇
で
は
あ
る
が
、

八
O
年
前
牢
ま
で
を
含
ん
だ
東
北
三
省
に
お
け
る
新
石
器
以
降
の
主
要
遺
跡
一

O
三
箇
所
の
一
覧
表
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
中
園
東
北
考
古
息
子
劉
記
|溺
海
王
園
と
高
句
麗
王
園
|」
は
、

本

書
刊
行
に
際
し
て
書
き
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
溺
海
に
関
し
て
、
七
八
年
に

設
見
さ
れ
た
、

唐
か
ら
泊
海
へ
使
し
た
張
建
章
の
墓
誌
の
紹
介
が
主
題
と
さ
れ

て
お
り
、
墓
誌
及
び
葦
の
鮮
明
な
骨
局
員
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
本
文
中
で
の
穆
文
に
誤
り
が
少
な
く
な
い
。
高
句
麗
に
関
し
て
は
、
「
集

安
考
古
拳
文
献
目
録
」
と
し
て
日
・
中
・
朝
の
六
O
篇
の
参
考
文
献
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
関
係
者
に
は
有
盆
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
「
シ
ベ
リ
ア
設
見
の
唐
鏡
に
つ
い
て
」
は
、
イ
エ
ニ
セ
イ
川
中
流
域

出
土
の
唐
鏡
を
、

腐
と
キ
ル
ギ
ス
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
も
の
。

第
六
章
「
西
夏
カ
ラ
ホ
ト
古
城
と
元
青
花
に
つ
い
て
」
は
、
カ
ラ
ホ
ト
古
城

の
渡
据
成
果
の
紹
介
で
あ
る
。

第
皿
部
「
日
中
交
流
の
考
古
皐
」
は
、

篇
目
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
。

第
一
章
「
宗
像
・
沖
ノ
島
」

(
一
九
七
七
〉

第
二
章
「
唐
代
壁
壷
墓
か
ら
み
た
高
訟
塚
古
墳
に
つ
い
て
」
(
一
九
七
二
〉

第
三
章
「
新
安
海
底
文
物
に
つ
い
て
」
(
一
九
七
七
)

第
四
章
「
所
謂
蒙
古
碇
石
の
夜
具
」
(
一
九
六
九
0
・〉

第
五
章
「
元
管
軍
総
把
印
の
護
見
」
(
一
九
八

一
)

第
六
章
コ
幅
岡
市
(
博
多
〉
聖
一
喝
寺
設
見
の
遺
物
に
つ
い
て
|
大
陸
舶
載
の

陶
磁
と
銀
鍵
1

」

(
一
九
六
八
〉

第
六
章
に
附
さ
れ
た
唐

・
宋
・

金

・
元

・
明
代
に
わ
た
る
各
種
金
銀
鐙
二

O

一
例
(
内
二
五
例
は
増
補
)
の
一
質
表
は
、
出
土
地
、
材
質
、
形
状
、

寸
法
、

重
量
、
銘
ま
で
含
む
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

第

W
部
「
惰
唐
の
文
化
と
陶
磁
」
第
一
章
「
近
年
出
土
の
唐
三
彩
に
つ
い
て
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-
唐
・
新
羅
と
奈
良
時
代
の
日
本
|
」
で
は
、
唐
三
彩
の
日
本
で
の
出
土
例
一

二
と
韓
圏
で
の
一
例
が
紹
介
さ
れ
、
中
園
の
近
出
二
七
例
と
比
較
検
討
さ
れ

る
。
そ
し
て
唐
三
彩
の
完
成
期
を
六
九

0
年
代
に
求
め
ら
れ
る
。
新
出
材
料
に

基
づ
い
て
の
議
論
だ
け
に
そ
れ
な
り
の
設
得
力
を
も
つ
が
、
初
唐
期
の
出
土
例

が
も
う
少
し
蓄
積
さ
れ
た
時
黙
で
の
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ

る。
第
二
章
「
惰
唐
の
文
化
と
陶
磁
」
は
、
惰
唐
帯
園
と
東
ア
ジ
ア
、
南
海
、
西

域
と
の
文
化
交
流
を
物
を
視
黙
に
す
え
て
論
じ
た
も
の
。
誤
記
が
少
な
く
な
い

が
、
事
寅
誤
認
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
サ
サ
ン
朝
の
滅
亡
に
際
し
、

王
子
ベ
l
ロ
l
ズ
以
下
多
数
の
ベ
ル
シ
ア
人
が
中
薗
に
亡
命
し
て
く
る
が
、

彼
等
に
よ
っ
て
「
多
く
の
銀
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」
(
四

O

四
頁
)
と
い
う
の
は
全
く
根
援
が
な
い
。
そ
し
て
「
こ
の
こ
ろ
よ
り
中
園
で
も

銀
鑑
、
銀
錠
な
ど
が
新
た
に
貨
幣
と
し
て
登
場
し
」
た
の
で
は
な
い
。
銀
停
棋
は

税
銀
、
進
奉
、
下
賜
贈
輿
等
の
目
的
で
も
つ
ば
ら
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

厳
密
な
意
味
で
の
貨
幣
概
念
に
は
含
ま
れ
な
い
。
サ
サ
ン
朝
の
銀
貨
を
「
銀

銭
」
と
呼
ぶ
の
も
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
有
名
な
西
安
南
郊
何
家
村
か
ら
出

土
し
た
多
数
の
容
蔵
金
銀
器
中
に
「
金
、
銀
の
関
元
通
寅
」
が
含
ま
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
銀
器
の
一
が
「
天
馬
の
浮
彫
の
あ
る
革
袋
形
銀

歪
」
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
天
馬
で
は
な
く
、
玄
宗
が
調
教
せ
し

め
た
有
名
な
舞
馬
で
あ
る
。
本
篇
末
に
年
代
の
剣
明
す
る
主
要
唐
基
一

O
一
例

の
一
覧
表
が
附
さ
れ
、
唐
代
史
研
究
者
に
と
っ
て
有
盆
で
あ
る
が
、
か
な
り
遺

漏
が
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
全
時
代
の
、
し
か
も
墓
誌
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

石
刻
資
料
を
網
羅
し
た
目
録
と
し
て
、
気
賀
浮
保
規
氏
の
「
中
園
新
出
石
刻
関

係
資
料
目
録

ωωω
」
(
『
書
論
』
一
八
・
二

0
・一
一三
、
一
九
八
一
・
八
二
・

八
六
〉
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

以
上
で
本
書
の
紹
介
を
終
え
る
が
、
い
さ
さ
か
細
部
の
夜
道
の
み
を
あ
げ
つ

ら
っ
た
と
の
非
難
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
評
者
の
よ
う
な
文
献

史
皐
者
の
通
弊
と
し
て
御
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
書
の
最
大
の
特
色
は
、
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
前
半
に
褒
表
さ
れ
た
諸

論
考
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
中
園
考
古

皐
に
関
す
る
成
果
を
基
に
、
文
献
史
料
と
つ
き
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の

肉
附
け
を
輿
え
ら
れ
た
黙
に
あ
る
。
現
在
で
こ
そ
、
我
々
は
、
容
易
に
入
手
し

得
る
各
種
皐
術
誌
そ
の
他
か
ら
、
豊
富
に
最
近
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
五

0
年
代
か
ら
六

O
年
初
め
の
時
期
に
お
け
る
著
者
の
情
報
枚
集
の
た

め
の
御
苦
労
は
大
舞
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
現
地
に
行
き
、
し

か
る
べ
き
所
で
は
限
ら
れ
た
時
聞
の
な
か
で
懸
命
に
陳
列
・
展
覧
物
の
メ
モ
を

お
と
り
に
な
っ
た
の
も
、
恐
ら
く
は
若
か
り
し
時
期
の
こ
の
よ
う
な
経
験
が
背

景
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
現
地
で
の
丹
念
な
メ
モ
類
が

本
書
所
枚
の
諸
篇
中
に
有
数
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
諸
論
考
を

本
書
に
再
録
さ
れ
る
に
嘗
り
、
そ
の
後
の
愛
掘
報
告
類
を
か
な
り
補
充
す
る
と

い
う
努
力
を
お
し
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
あ
ら
た
め
て
記
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
近
年
の
中
園
考
古
事
上
の
成
果
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
質

的
量
的
に
陸
績
と
し
て
蓄
積
例
を
省
し
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
新

出
文
物
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
て
早
急
な
結
論
を
下
す
こ
と
は
き
わ
め
て
危
険
で

あ
る
。
出
土
文
物
の
蓄
積
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
の
系
統
的
理
解
、
縫
合
的

把
握
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
文
献
の
裏
附
け
に
よ
る
文
献
考
古
皐
的
手

法
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
暗
唱
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本
書
所
牧
の
初
期
論
考

は
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
先
駆
的
に
示
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

一
九
八
七
年
六
月
京
都
同
朋
合

B
5
剣
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七
八
頁
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一
一

O
O
O国

-141ー


